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第 2 の輸出国であった中国では，2008 年 8 月の四
川大震災の震源地がリン鉱石の採掘場の周辺に集
中したため，リンの国外流出を制限した影響によ
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10Ca2+ + 6PO43－ + 2OH－ → Ca10(PO4)6(OH)2 
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HAP 法では脱炭酸工程を取り入れた図 3 が基本フ
ローとなっている 16)。二次処理水の脱炭素工程で
は，pH を 4.5 まで下げて空気を送り込み，二次処
理水に含まれる炭酸由来物質から炭酸を遊離させ
る炭酸ガスストリッピングを行い除去する。その






























酸(P2O5) 15.8%, 水溶性リン酸(P2O5) 0.07%，石灰
(CaO)全量 25.0%であり 2)，不純物をほとんど含ん















脱炭酸 硫酸 pH = 4.5 





pH = 8.6以下 
一般に固定床 
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Mg2+ + HPO42－ + NH4+ + OH－ + 5H2O  
→ NH4MgPO4・6H2O 
(magnesium ammonium phosphate: MAP)     (2) 
 























(P2O5) 27.6%, 水溶性リン酸(P2O5) 0.4%，く溶性苦
土(MgO) 15.5%，水溶性苦土(MgO) 1.4%であり 2)，
不純物をほとんど含んでいない 2)。前述の HAP 法
の場合と同様に，回収の際には，白色の 5 mm 以下
の粒状で回収されるが，処理施設によっては若干
黒味を帯びる。回収時の反応や攪拌条件に粒子径
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3.3  灰アルカリ抽出法と回収リンの利用 
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例は, 水分 0.02%，リン酸(P2O5)全量 18.9％，く溶
性リン酸(P2O5) 18.6%, 加里(K2O)全量 1.8%，石灰
(CaO)全量 28.5%，苦土(MgO)全量 16.0%，ク溶性
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